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中学校歴 史教科書問題、改 憲問題、沖 縄米海 兵隊女子暴行問題・連 続放火 問題 と、平 和を脅 か

す問題が相次ぐ 暑い夏です。今 年 も「終 戦記念 日を考える８・１５市 民のっ どい」が 行 われます。

昨年 に続い て 「ま ちかど蔵」所 長鶴田重郎さんの昨年 聞くこ とのできな かっ たお 話、特 攻隊生き

残り の大塚嘉孝 さんのお 話、福 島水器子 さんの戦時 体制下の矛 盾した支配に抵抗しながら生きた

青春時代のお 話は 、語 り伝 えなければならない 貴重な記録です。暑 必畆き け 尹い で、し っ かり1た･

聞き伝えましょ う。II‥‥‥‥‥､‥‥ご ＝＝咨
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こﾔど　 き　 ８月 １５日 （水 ）午 後 １時 ～３時 ３０分

」と こ ろ　 「ま ち か ど 蔵 大 徳 」（土 浦市中央１丁 目中城通り）

ぐぉ は な し　 鶴 田 重 郎 さ ん （予 科練 13期 生）
）　　　　大

塚 嘉 孝 さ ん （特 攻隊の体験を語 6）　　　¶
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福 島 水 器 子 さ ん （戦 火の中を）
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催　 終 戦記 念日を 考える ８・１５市 民 のつ どい実行 委 員会

居 心 ）ｋノ こ ）４ｇ:ニ＝゜’……………………

炎 天下 の 2001年 国 民平 和 大行 進石 岡・土 浦 コース

辷　　　 今 年 も の べ１００人 以 上 の参 加 で 成 功（７／７）

３日 続 き の 真 夏 日 の 中 、国 民 平 和 大 行 進 の 一一行 は 正 午 す ぎ

亀 城 公 園 に 到 着 し まし た 。新 婦 人 土 浦 支 部 の 用 意し て く れ た

昼 食 の お に ぎ り と 平 和 の 会 の麦 茶 ・ウ ーロ ン 茶 の サ ービ ス を

受 け た 後 、土 浦 実 行 委 員 会 によ る 歓 迎 集 会 が 行 わ れ まし たＯ

土 浦 市 長 の メ ッ セ ージ 、北 海 道 か ら の 通 し 行 進 者 （神 奈 川 の

竹 田 昭 彦 さ ん ）の あ い さ つ 、久 松 市 議 、各 団 体 代 表 の 歓 迎 と

決 意 表 明 の あ と 、昨 年 と 同 じ コ ープ 小 岩 田 で 休 憩 、右 籾 の 基

地 を 経 て 、荒 川 駅 ま で 予 定 通 り の 日 程 で こ の 日 の行 進 を 終 了

し 、午 後 ５時 前 に つ く ば に バ ト ン タ ッ チ し ま し た 。 １２５号 線 を 進 む 平 和 行 進

行 事 ご よ み
１５　終 戦 記 念 日を 考 え る 市 民 の つ どい

２１　平 和 の 会 理 事 会 予 定 （１中 地 区 公 民 館 ）

２３　平 和 行 進 県 南 実 行 委 （つ く ば ）
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平 和 の 会 理 事 会 期 日変 更

平 和 の 会 理 事 会 （１中 地 区 公 民 館 ）
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